
平成 19年度日本鉱物科学会賞第 1回受賞者 
 

有馬 眞 会員  (横浜国立大学大学院環境情報研究院) 
              
受賞題目：「大陸地殻と上部マントルの化学分化と進化に関する実験岩石学、火成岩・変成岩岩石学的研究」 
 
受賞理由 
 
 有馬眞氏は、実験岩石学的手法と野外調査に基づく火成岩・変成岩岩石学的手法を統合的に用い、大陸地殻と上部マントルの化学分化と
進化についての研究を行ない多大な業績を残してきた。同氏の研究は、上部マントル交代作用と部分融解プロセスによる高 K 玄武岩・キ
ンバライト・ランプロアイトマグマの成因、炭酸塩—ケイ酸塩系におけるダイヤモンド結晶作用と溶解作用、下部地殻アナテキシスによる
海洋性島弧花崗岩の成因、岩石の弾性波速度測定による島弧地殻構造の岩石学的評価、超高温変成岩の研究など多岐にわたり、いずれの研
究分野においても顕著な業績を上げている。その内容は以下のものを挙げることができる。 
 
1. 高 K玄武岩・キンバライト・ランプロアイトマグマの成因と  ダイヤモンドの結晶・溶解作用に関する実験岩石的研究 
 高 K 玄武岩、キンバライトおよびランプロアイトマグマの高温高圧下における相平衡を世界に先駆け実験的に評価し、これらマグマが
アルカリ交代作用を被ったマントル起源物質の部分融解により形成されたとする成因モデルを提出した。さらに、同氏はキンバライトやラ
ンプロアイトマグマとダイヤモンド結晶の相互作用について実験鉱物学的研究を行ない、ケイ酸塩メルトを溶媒・触媒とした自発核形成に
よるダイヤモンド結晶化と、炭酸塩メルトの還元反応によるダイヤモンド結晶化に世界で初めて成功し、ダイヤモンドマントル交代作用起
源説を提唱した。さらに、ダイヤモンドのキンバライトメルト中への溶解による形態変化、融解速度と活性化エネルギーの評価を行なった。
これら研究成果は。ダイヤモンド鉱床探査の基礎的データとして高く評価されている。 
 
2. 海洋性島弧下部地殻の部分融解と花崗岩質マグマの起源に関する研究 
 伊豆衝突帯に分布する丹沢深成岩体および甲府深成岩体についての岩石学的特徴を精細に評価し、これら花崗岩類が玄武岩質地殻の部分
融解により形成したとする下部地殻アナテキシス成因説を提唱した。海洋性島弧中部地殻を構成する花崗岩類の形成とそれに続く下部地殻
のデラミネーションが、大陸地殻形成初期プロセスして重要であることを世界に先駆けて論じた。ピストン・シリンダー型高圧発生装置を
用いた岩石の弾性波速度測定装置を開発し、高温高圧下における測定実験を行ない、東北本州弧および伊豆弧の島弧地殻構造の岩石学的モ
デルを構築した。 
 
3. 超高温変成作用とゴンドワナ大陸形成に関する研究 
 超高温変成作用に関する実験岩石学的研究および記載岩石学的研究を並行して行なった。超高温変成作用の指示鉱物である高 Al斜方キ
石、サアフィリン、大隅石の温度圧力安定領域を世界に先駆けて実験的に決定した。カナダやインド原生代変動帯に分布する超高温変成岩
の野外調査と岩石学的研究を行ない変成温度圧力の推定を行なった。ジルコンやモナザイトの U-Pb同位体を検討し、形成年代推定と冷却
速度の動的解析と熱構造発達史を論じた。さらに同氏の研究対象はゴンドワナ大陸緑色岩帯におよび、インド北部ブンデルカンド・クラト
ンにおいて太古代海洋島弧地殻起源緑色岩帯を発見し、さらに南アフリカ原生代ナタール緑色岩帯が海洋性島弧地殻であることを明らかに
した。 
 このように、有馬眞氏の、実験岩石学、火成岩岩石学および変成岩岩石学に関しての研究業績は顕著なものであり、日本鉱物科学会賞に
ふさわしいと判断される。尚、以下に挙げた主要論文の他に、ピアーレヴュー国際学術誌に約 80編が出版されている。 
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